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B 129 本経い寸シン錘魅tこおける冲地り引！ 締 めにっい て
福岡数 有丈　　　　 福帰参チ

呂的　昨年の本年次大蔵ヽでは本経いぐシン ＼~ おける禎負 京量と上衆張力 とｰr> 閑・ 左中。
に報告し応鴨 か 回は縫い 呂り評価と迷い 粕 こよろ冷地 叫 は 締 め£中心 こ｡叡皓レたい 。

こ爪$. r 経いi  の評蔀 とり係･) i: おいて，平面的 な薩い縮 みべ主に誘綸fi れてき たびJこ旅
張力り役刳 の鳶解:艮副

体的な錘い目鵡廬 の包握 が呼尋ぐあ ラう 。一俵的I- は上流張力が大きい程縫い 禎心 よる布

地 り引き締め河大きい こ乞は予利さ爪るこ乙がヽあ§ 軋　 を訊について定量的な取り植い£
した枚剖 ぷみら,れないようどあるのひﾀげ 締 めの程 皮を定量釣に取 り菰う試升を行っμ 。

方喊　対象とレだ冲地 一葎 い流の鳶は全鈴り4 箇 がある侭，わ れらりふ れこっし1 Z 上 禎
吸カ ，腫い目噺度 麦ん/^^ 朗り 呻 り 回 ご 糸 り> ス幸1，。～10 i- χ・r 縫製さ訊た

試料 を7 箇 づヽつ作･几 故い縮升卑 左常蔵しこよ:; 測定 した。 またとのうちz 箇り試料u つい

て蒼6 ヶ所 ，計 ＼z箇の測 定 点につい て上流と下糸とで挾 ま■＼れた布地り厚さり 生々しーつの

詮 い@  I- おi ＼ z 一身 厚n 所 り/5-士バ!lわ れをヽ爪顕微鏡ll よう早真撮恥 こよっI 測定 しμ。

雌系　 一般的I- ｡＼ z.ば上流張力n 大きい程腫い細々 漑ヽ大き,｡＼ = K.,  またりn  と同時iこ布
地 の厚さる卑く なるこ ≒ 更に縫い目佃皮 膠大八, 場合 の抑 啼 地り厚1 公讐く なること

れ判明した。この縫い縮 抒 と厚さの鮮果 糾 柚 ぺ も縫い 糸がl  * 締 めの皮冶ヽ 完伺い知ろこ

とボ できる沁 そ爪らμ薩い目りう ちてヽヽ縦 と俵り吏札 £包えた たヽヽけ てヽヽあ 貼 布地o5 に 締

めり仝扉蘆 £把握 したこい こはならない と考L ら,れ'^。t^ てヽヽ一つの縫い 剛z おい てに.ffv
乙でヽ f.x-幕 求λ ひ  ^ 布地部分 の面贋 り大･り づに 締,1･)り程良 を比較 する試升t 行つ/竺。

B 130 ミシン縫製の動的ま拝四y けi 解抑（ 芽か眼）
川村短K　O 曰中美智　蚕齢聊タ
ム梨県立玄報叛　小菅啓チ

ｇ的 斯製 時印

丸-乙ｖヽ る、苅報 でぶ 、これらの陳宅め奪 因0  - つとしx 考 えられ い 針 心

の隻形孝郵 い､つい て、ミレ ／<=5 高遼駆勃状態でり 莞化 と報告しな‥ 本報 でlち 針 のt･ずみ

量 と摩擦 によ。て恵じ' i>黎ら 布此 の物性 ととリ) ようr^関係 にあ 口ヽを検討しぺ

方法　好 い ヵヽヽ 5 -tAずみI- つｖヽ X Kち ミシン針 の柿 吟卸分にとりっけ‰ がずみ がージ

ヵ侈 や電T£り 変化 と則支春で瘤喝 （々 電磁才ンロブラフい記録 々一吃む､。-   り駈 果おら、

賞 港抵 航I 耳載亨^  ヒとい ≒ 摩岸 による謳粟変μ を追跡 しに 試料と。し ■t.    織 叱 似ち

碍 迪i 複k 甲い、さシト これらりヤ に不繊 布芯地 £詩看し、 いう効果１ しらべμ。健i 豪
件 町a い洙胤弱弱r.p. 川 、址い距離μ邸゛ とし、ミシン封It  D お// 号と用いれ。実験 は

、i ず全種の試 料['■>つい一乙, 琳 の目方向則じよ^ 変柘/ つぎ雅 重 ね枚数 によ5 気化 を測定

しr-.。 さヽシに接着畔I- -7いX  ら 、縦J^ よびバA ヤスり2 方向にっい乙則忿 肩予/gy ら

緯 果 ヤ叱I 針 バ貫ふ すi  際り躯 靭 リI 針り変形 私 片片 竹 村e^  かずみ いt とう

ぇ貫意力 列 あL早 出､しａ。針O) びすみ(t, 表布の各々向 ともﾉf  ヽさととも に増加 し1  v> 乱

叱 の目方向(･以Sil^v らヽ 梼卜 締咆り曝合心 蝉り劃爆丿矢 きヽい とみられ る、々 ね敢数レリ

る叟化(c っい てら3 放 會ね 辱x は`櫨バ恚噌寸 い で 千敗 着叔以 上ﾚ'^/*J I, 枚 数*-`ヽう く
櫛っt  も撮 り噌加 はりI や・ヽ い々I ノ摩疹ド ぶる毎度釦tllりち 材% 馴ｳ 雁 瓶奇いよ^

影 響回 みられ 卵斗 業 虚抵 抗じよj かずみと, 藻)1jﾆ 昇ード £? びずみ と･吋旧
屈 いい/ヽ 。^  ‘溥 り) 梅^ でら 針り瓜曲･OS' 乞ぐり 則へ今み憩くｔ い こし6-"拓叔されへ


